
Vol. 15, No. 1　   　神奈川県立生命の星 ・地球博物館　     Mar., 2009

2009 年 3 月 15日発行　年 4 回発行　通巻 56 号　ISSN 1341-545X

1

地質写真家がとらえた地球の姿

ー 46億年 地球のしごと ー

　世界には、 実にさまざまな不思議な

地形や地質景観があります。 それらの

景観は、 地球の 46 億年というとてつも

なく長い時間の中で、自然の作用によっ

てつくりあげられてきたもので、 いわば

「地球のしごと」 といえます。 地質写真

家である白尾元理さんは、 そのような世

界の地形 ・ 地質景観を撮り続けていま

す。 当館では、 白尾さんが撮影した写

真と当館の標本とのコラボレーションに

よる企画展 「46億年 地球のしごと」 を

開催しました （p.7～ 8参照）。

　上の写真は、 その際に展示したもの

の一部です。 写真 1は浸
しんしょく

食作用によっ

てできた石
せっかいがん

灰岩の塔の群れ、 2 は大木

が地層にうもれて化石となった珪
け い か ぼ く

化木

です。 3 は隕
いんせき

石が衝突してできた大き

な孔
あな

、 4 は氷
ひょ うが

河がはるか遠くから運ん

できた巨石です。 5 は、 光合成により

酸素を発生する微生物がつくりだした

岩石です。

　このような景観は、 有名な観光地に

なっていることもあります。 皆さんも 「地

球のしごと」 を楽しんでみませんか？

1 ：ナムバン公園のピナクルズ

2 ：化石の森国立公園の珪化木

3 ： ウルフクリーク ・ クレーター

4 ：氷河が運んだ迷子石

5 ：ハメリンプールのストロマトライト
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